
兵庫県指定文化財（有形文化財：工芸品）  昭和 44年 3月 25日指定 

古丹波壺 釘彫桐花紋アリ     １口 

 

 高  さ  47.5cm 

反口高さ  3.0cm 

口  径  14.7cm 

胴  径  41.3cm 

底  径  17.9cm 

胴  周 131.6cm 

紋 様 幅  12.0cm 

 

 紐造り、焼しめの時代（室町初期を下らない）を代表する灰被窯変壺である。稲荷山穴

窯で焼かれたと伝えられる古格を有し、かつ正面肩の部分に釘彫桐花紋がはいっている。

伝世品の釘彫紋の古丹波壺は、ほとんど類例がなく、特にこの桐花紋のデザインは品格の

高いものである。 

 

引用文献：『昭和 43年度指定兵庫県文化財調査報告書』兵庫県教育委員会 


